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W．具体的植栽計画に対する植生学的提案

環境保全林創造への具体例

　香椎浜地区の緑の環境整備，環境保全林形成は，各施設，住宅の具体的対象毎に，どのように計画

・実施されるべきかの基本図を作成し，以下のような植生学的考察が行なわれた。

　学校の校舎脇の花壇や住宅に住む人々が個人的に楽しむ緑，また従来公共施設の石工入口にシンボ

ル的に行われてきたような，いわゆる造園的手法による植栽については，今回の緑の環境創造の対象

からはずされている。公共施設，高履住宅域，公園を対象として本質的な緑の環境整備，環境保全林

形成への基本計画と，その植生学的考察が進められたにとどまる。

1，　公共施設の緑

　　一一．一境界環境保全林形成の例…一…

小中学校をはじめとする各種公共施設は， 香椎浜団地に住む入々を中心に多くの市民の修学，仕

（i）　植栽1時…Anpflanzumgsweise
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　　　Schelnatische　Schnittansicht　　　　　　　　　〔断画模式3　Vertikal－ProfiI

　　　　　　　　　　　　Fig．21，環境保金林創造・植栽例
　　　　　　　Gestaltung　der琴mweltschutzwalder：Pflallzullgsbelspiel
O：ツツジ類R加40481～470πspP．　　　S：スダジイCπs’αノzoρsノ∫cz‘sρ∫4σオαvar．　s乏8δ01ゴ々，

P：トベラP濯osカ07z6御’oδ”θ，シャりンパイR触ρ海。！砂’∫z‘規δθ”α如，

n｝：ヤマモモ吻7’cαγ～め耀，a：アラカシ（2z紹プαζ∫81α鷹α，　t：タブノキノ）8γε8α坊～〃め群8”ノ
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住宅域b 境界環境2’

ﾛ全林
グランド（芝他）3｝ 考纏熱 　　　　　　　　　　　51

Z　　舎　　地 境保全

@捗9

鰹・醒灘輔　　　　　　林2）

　　　　　　　　　　Fig．22．学校環境保全林創造携
Beispiel　der　Scha仔ung　neuer琴mweltschutzw盃lder－Anlage　um　Schule111）siedlungsHache，

2）Umweltschutz－Grenzwalder，3）Sportplatz（Rasen　u，　a，），4）Schulgelande－Umwe1卜

schutzwalder，　5）Schulh議user　u．　a，，　6）ParkPlatz，　7）Fahrbahn

難三野灘鍍臨！d∵1：：叢甑a

　　　Fig．23．学校における環境保金林創造例
Beispiel　einen　Umwe！tschutzw組der－Anlage　bei　Schulen
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事，生活の場であり，また訪れるところである。日常生活域に隈られた緑しか確保できない新しい人

規模な住宅域にあっては，学校など各種公共施設および隣接域に多くの緑を確保しなければならな

い。しかも，花壇形式などの単なる，美観的にすぐれていても，たえず多くの手間，管理費を必要と

する緑地ばかりでは継続的な維持が困難になる。

　香椎浜団地では，各種公共施設の周囲に，2～3年後は特別の管理費を必要としない，時問と共に

確実に発展する植生学に基礎をおく境界環境保全林の創造が要求される。

　学校敷地を囲む形で形成された境界環境保全林は，校舎で学ぶ生徒，学生が周辺域からの影響を最

小限にとどめ，静寂な環境を保証し，逆に学校内外の各種騒音を吸収し，景観上の効果も期待でき

る密生した多層群落が望ましい．さらに，時間の経過とともにより多様な環境保全，防災効果が期待

でき，郷土種を構成種とした郷土林は自然教育の場としても重要な対象となる。

　境界環境保全林は，幅10～！5mで敷地の周囲をとりかこむように設定し，｝＝U入口や限られた空間しか

有しないところでは，不連続になったり，幅が101n以下になっても十分可能である。具体的植栽にあ

たっては，境界環境保全林野の大部分の而積がその立地が許容する，将来20m以上の粥平帯落梅の高

木林となる樹種を中心に植栽される。また開放景観域との接点域には，…列だけでも良いからマント

群落の構成種を帯二1犬に林縁部に密植し，低木帯による環境保全林の着実な多！昏！｝群落としての発達をは

かる。

　2。　高層住宅域の緑

　　　　　．生活環境保全賢聖成の例…一

　香椎浜団地に建設が予定されている各高層住宅は，i1夜をとわず人々の生活の場であり，より静か

な環境，情緒的，精神的ゆとりが保て，しかも健康的で健全な環境を指標するものとして，ミ生きた

構築材料ミ．　柚1生一の積極的活∫目が強く望まれる6

　高層住宅域などの市民の生活域における人世の本質的共存者としての植生の利用に際しては，住民

の精神的な安定を保つためにも喰道からの騒畠慢の他の影響が最小限におさえられるように環境保全

林を帯として形成する必要がある。同時に環境保全林によって住宅域から1鮒妾にτに輔の往来が宇見覚で

きないことが好しい。

　住宅域での市民の健全な仕三活を保証し，維持するための畳1三活環境保全林は，最・1・幅を10mllll後にす

るのが望ましい。しかし，実際には住宅域と卓道との境に生活環境保全1列くを10mの幅で確保すること

がむずかしい，したがって，ri】111はせまくても高さが30～80c紐程度のマウンドを造成して，ミ生きた構

築材料ミによる立体的な環境保金効果を嵩める。高いマウンド造成地への植栽は，香椎浜団地ではミ

ミズバイースダジイ群集の二1三な構成挙屯群から樹種を選定をすることが理想的でる。

　住宅域内の，開放景観域に杖〔栽される樹木でも，単木的植栽はさけて，ケヤキ，クスノキなどの高

木を植栽したまわりにも必ずトベラ，ハマヒサカキ，シャリンバイなど常緑の低木類を裾模様的に密

に植栽し，マント群落を形成する必要がある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．24．住宅地域の緑の配分例

　　　　Schematische　Verteilung　der　Vegetatlon　wie　Geb最sch　ulld　kleines　W謡ldchen．

a　常緑．広葉樹を中心とした環境保金林域　Immergr甑e　Laubholzarten　als　Bestandkern　zu　pflanzen．

b　低木層に常緑広葉樹をともなった夏緑広葉樹を中心とする環境裸全林Umgebung　der　sommergrUnen

　　h6heren　Baumen　so11en　mit　immergrUnen　Str員uchem　bemantelt　werden，

c　常緑の低木類の密鍼地　玉mmergr甑e　Straucher　dicht　p％nzen．
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　　　　　　　　　　　　　　Fig．25．住宅周辺の植栽例
　　　　　　　　Bepflanzしmgsbeispiel：Umgebullg　der　Wohnhaused310ck

A：佐宅地の北側………常緑広葉樹を中心に1：ドll熟する、，［用四域との接点域にはコナラ，クリ，クヌ

　　　　　　　　　　ギ，ヤマザクラなどの夏緑広葉樹を用いる。

13：住宅地の南測………ケヤキ，エノキなど夏三牲の高木を中心に低木層は常緑広葉梅を用いる。

　　　　　　　　　　夏に木蔭を供し，冬に1三iざしがさし込むように配する、、

A：ImmergrUne　Laubholzb汽し江me　in　der　Mitte　pflallzen．　Am　Ramde　so11en　som1れergr廿ne　Laub

　b汽Ume　wie　gZ49プ6κ5　Sθγ烈α，　Cρ5勲8ασθ〃α’α，　QκθγCκ3α6κ〃SS～〃～α，　P7κ〃κSゴα〃燃α々酬～

　erhaltell．

B：Zθ1々om　sθ〃η如，　Cθ”～ε5’〃2〃5～5　var，ノ〃ρo〃∫6θu．　a．　sommergr睦ne　hoch　wachsellde　Baume

　ill　der　Mitte　pflallze11，　Als　Unterwuchs　sollen　immergrUlle　Laubh61z　pflanzen．

　3．公園の緑
　古くから成立している集落や町では，裏由の木立ち，樹林，屋敷のまわりに植えられた厘敷林，水

田や畑などの耕作地の緑が，そこに住む入々の直接，骨接に接し得る緑であった。自然度の高い，う

っそうとした森は，鎮守の森として集落単位に残されてきた。これら身近のさまざまな緑は，住民の

ト｛常生活を直接闊接に支えてきた。また精神的棊盤でもあったっさらに多llll的に生rr：環！3をを保全して

いた。生きものとしての我々人問の「1常生活において緑で代表される白然環境は切りはなせないもの

であり，新たに建設される香椎浜団地においても郷上の緑でμllまれた生きた環境が確保されなければ

ならない。その中心が公園の緑である。

　公園は，高速道路と住宅域，海岸線と住宅域との各接点域を中心に詣晦されている。公園は，オー

ブン・スヘースが限られている都市における貴電な緑の空閣である。現代の都市部のように／お辺部の

緑の自然が消滅している時代の都市公園は，真の、Z体的な緑の拠点でなければならない。したがって

公園謝積の最低20～30％は，かつて築落毎に’、｝：られてきた鎮守の森にかわる本物の緑，郷土種による
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郷土の森を必要とする。

　常緑広葉樹を中心とする多層構造の森林植生を中核として，そのまわりに夏の木蔭，冬の日躯しを

あたえ，直接，子供たちが遊びまわれる緑として，いわゆる二次林，雑木林のエリアも確保する。自

然度の高い森林植生は，環境保全の機能が高い。反面，定期的な踏庇や入の侵入による擬乱に対して

敏感である。當緑広葉樹林のまわりには，コナラ，クリ（以上夏緑広葉樹），アラカシ，マテバシイ

（以上常緑広葉樹）などの二次林は入の侵入などに抵抗力が強いため，直接人々が見，ふれる緑とし

て配されてよい。

　具体的にはFig．26．に示されるように，明治神宮や福岡市内の護国神社のような緑の拠点，本命と

なる自然度の高い環境保金林で，基本的に公園を囲む形とする。そして，その内円側にクヌギ，コナ

ラなどの夏緑広葉樹林，低木類を林床に植えた常緑広葉樹林とし，市民のi藍接入りこみ，ふれる緑と

する。

道路Weg

人々の侵入が網限される礫境保全率水域

Urnweltschutzw譲lder　im　strengen　Sinne，　wo　Zutritt　beschr話11kt　ist．

人々が直接にふれる，立木ちを中心とした環境保全林域

Wallderwege　unter　sommergr伽en　sparlichen　vorkommenden　B設umen

芝地，旧地，閥放景観域

Rasen　Offenesge正ねde　u．　a．

　　　　Fig，26．公園の植栽例

Bepflanzungsbeispiel　eines　Stadtsparkes
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　　　　　　　　　　　　Fig．27．公園緑地形成綱
　　　　　　　　　Gestaltungsbeisplei　fOr　Stadtsparken

A：．　　　AutostraBe

B：｝環境保全林……人々の侵入が｝1｝ll限される　嫡nweltschutz－Grellzwalder

C：開放景観域　　Offene一一Fl註che

D：準環境保全林域……木立ちのある地域。人々のふれる緑ク）地域Quasi一．Umweltschutz輔1der；

　　　　　　　　　　Wandergebiet
E：高速自動車．道　Autobahn

　4，　緩衝地帯の緑

　幹線道路が香椎浜地区の中央を南北に走るう幹線道路と住宅域との境には，．・部公園も詮ii王！1されて

いるが，商店街，住宅域との境に緩衝地帯が設けられている。

　この緩衝地帯の緑の環境整｛1育1，環境保金林形成は将メξ香椎浜地区の中核部にあたる。したがって潜

在自然植生を基礎に本格的な環境保金林，保全緑地のい急な形成が必要である。

　緩衝地帯の緑は，幹線道路からの影響があるさまざまな環境阻害要因に対’して多面的に浄化・抑1［lll

機能が期待されるような立体的な多層君羊落に発達させることが好ましい。しかも，半永久的に持続し

て維持管理を最ノ」・限にとどめる必要がある。

　香樵浜地区の幹線道路周辺の緩衝地帯には，高さ0．5～1（2）mのマウンドを造成し，植生学的一

斗にたった，常緑広艇樹を中心とする本格的環境保全林の形ノ戊が提案される。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．28，　亨毎一層紡け出の、1岡三曳｛列

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Strandwald：PflanzungsbeispieI

A：林縁植生t三……2－31朱／mで一．・列植栽，ツツジ類，ハナツクバネウツギ

　　　　　　　　　　　Mantelgesellschaft　mit　R乃04040〃4プ。ノ．～spp．，〆160〃αgノ’ω影4ゲ10ノ・α

B：低木類……花期の美しいもの，果実がi：ll：立つものなどを「i．死・にヤブツパキ，サザンカ，キン

　　　　　　　　　　　モクセイ，クチナシ等

　　　　　　　　　　　Immergr賛ne　Straucher　mit（短アη9〃ゴαノ脚力。〃2ατ，α〃z8〃～ごτsαsビτ〃（1μα，　Os〃～απ∫乃πε

　　　　　　　　　　　催アα癬ααfS，　G捻プ487．加ノαS励ZO醜s　f．9’・απげ刎0プα

C：．．貯本類……2：｛朱／㎡で将来高木林を形成する樹覆を中心にタブノキ，アラカシ，アカガシ，ヤ

　　　　　　　　　　　マモモ等

　　　　　　　　　　　Der　Strandhochwald　zu　bilden　ist　mit　lmmergr甑en　Laubb…iumen　wieノ）θ1・sθα

　　　　　　　　　　　伽〃め8プ9ガ，〈9κの’α6sg1αzκα，Q醐’6z護sαα偽ル伽・～6α〃‘わ1’σu．a．
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　　　　　　Tab．28．ムサシアブミータブ群集域の植栽適｛生植物一覧表
　　　　　　　　ゆ　コ
　　　　　　　UbersichtstabeUe　der　geeigneten　Arten　far　die　A　r　i　s　a　e　m　a　t　o　ringentis－

　　　　　　　Machiletum　thunbergiトGebiee

臨1驚…∵∴夢瀦癬臨∴1∴F一講鍛謙一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　1ホ・レト・キ　　　　　　…マテバシイ

蝋i灘1：：淵轡　轍鰯　三笠∴
　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　…シロダモ　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　l酌01露SθαSθプゴCθμ　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　．．．」＿．．．田．．．．．．．…旧．…．．旧．．．．．．．．．．．．．．田．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．田．田．＿田　　　　　．．．．．田i．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．田．…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．田…．．．．．．．旧．…．＿．．　．田　　　．．．．．．．．　．．一．．．．．．．

　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

低木層 沿�i触　　　　　i磁轟伽加・

S畿：1一磁・ノ・勲　　　i磁繍み・伽・・
　　　　　　　　　践チ・キ　　　　　　　i・ルデ
　　　　　　　　　区1θκ傭87α　　　　　　　　　i版sブα廟。α

　　　　　　　　　…タイミンタチバォ．

　　　　　　　　　i警察溜1’～’　　　　　i

　　　　　　　　　i伽θsαブαρoη飴α　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　i．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．　　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．　．．　　i．．．

　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　iムサシアブミ　　　　　　　　　　　　　　1ナキリスゲ

草本層 宴求轤塔ｿθ溺慮翻go”s　　　　　　　iαγθκ16π如

雛・・鰍二郎　　…議熱一一一
　　　　　　　　　i　P∫ρ〔～ア々α49μノ’θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　1　。一　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　瞳塑一〃α団．．i
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Tab．29．ミミズパ．イ～スダジイ群集域の穂栽適性植物一覧表

　UbersichtstabeHe　der　geeigneten　Arte11飾r　die　S　y　m　p　l　o　c　o

　Castanopsietum　　sieboldii・一Gebiee
glaucae一

　　　　　構成種i

　　　　　Arteni
階層　．．．．＼．．．、．　i

Schicht　　　　i

　高木層　i
B、。m．　i

　　schicht　　i
　　　　　　　　　…

　　　　　　自製ミ植生柏￥月気種1洋

Arten　der　nat並rliche鷺Vegetation

スダジイ
αS禰0ρ3’SOκSμ磁≠αvar，　S2θδ014鉱

ヤマモモ
吻アκα　πめγα

　　　　　蓄ミ：仁鷺穣〔生季薄ノ戎種群

Arten　der　Ersatzgesellschaften

コナラ
Qκθノ℃％s　sのγατα

アラカシ
Qz6θκ〃s　8」〃κcμ

ク　　リ

磁s’α7．～θα　cノρθ鋸α’α

低木層
Strauch．・

　schicht

ピサカキ
Ez〃ツα　ゴα1）0πノCα

ヤフツバキ
C々〃2θ1〃α　ブαρoη’6α

ヒメユズリハ
z）αρ海πゴρぬヅ〃μηz’θ’ブs〃zα7〃～蔀

ヤブニッケイ
αηησ〃～0〃麗4〃1ノαρ0声ZゴCκ〃1．

クチナシ
G潔1’4θπ’α　ブαs〃zゴノ～o／4gsf．8γαπ（1卯。プα

カマツカ
1）03〃ρ’ん～ζταZ　び’〃OSζz　var． ！αθ〃’s

鞘：瀦£　1爵

Kraut－

　schicht

　　ヤブコウジ
　　メ蔓アゴ’S忽ブα1》ω～ノCα

　　ベニシダ
　　五〉乳yoρ’の”∫　0耽y’h7’OSO”α

　　ヤマイタチシダ
　　∠）耽ソ0ρ’θノ”S　δおSθ々α1～α

　　　　　　い　　　も　　ジ．ユス不ノキ
　　五）αηη～αCαμ’海Z‘S　規．αブ01’

　　ジャノヒ．ゲ
i　Oρ乃’oメ》ogoηブθメ》o㍑’Cκ3

ヒカゲスゲ
α1’θκ　1απ（コθ018’α
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Tab．30．マント群落植栽適性種一覧表
　　　　Ubersichtstabe工1e　der　geeigneten　Pflanzen　f蟄r　Mantelgese11schaften

（i）　オニヤブソテツーハマビワ群集構成種：群

　　　　Artend．Cyrtomio－Litseetum japonicae

高　　木　　層
Baumschicht クロマツ 1）ノ1z～4s　’乃3〃zδθ響海

低　　木　　層

Strauchschicht

ハマビワ

トベラ

ハマヒサカキ

マサキ

シャリンバイ

オオバグミ

カ　　　　　　　　ず

不スミサシ

ナワシログミ

∠，髭∫θα　ノμρ0ηガ0α

P’μOS≠）0η4〃7　’0δ’γα

E367ツα　9〃雄堰∫πα’α

Eκ0πツ〃2κ∫ブβρ0π’αfS

ノ～乃θρ乃’0’θ1》ゴ3　κ〃76811α∫α

E！αθα9πZ‘S　〃7αC701うぬツ〃α

ノ～4π’メ）θη‘s　ガ9如1α

万」αθα9πμ3　ノ）～〃～9θ1zs

i

i

〕等i．：　　屑∫　　　鴛

Krautschicht

オニヤブソテツ

ツワブキ

ススキ

qy〃0〃諺銘‘〃多ルJcθ加‘〃～

命’プ㍑9ノκ〃1ノα1》0πゴ6♂二〃2．

ノレノ’s‘απ∫乃z∫s　s∫π6ノπ∫

（ii） その他のマント／群落構成種

Arten　der　sonstigen　Mantelgesellschaften

　　縣は常緑植物　immergrane　Pflanzen

実が食用される低木類

　　　　　　ぞ　　アキクミ

　　ナツクミ

　　ナワシログミ＊

　　ナガバモミジイチゴ

　　ヤマクワ

　　ガマズミ

花麹」が美しい．低木類

　　ノイバラ

　　テリハノイバラ

　　ツクバネウツギ

　　コゴメウツギ

　　ヤマブキ

　　ウツギ

　　ヤブデマリ

　　ニワトコ

　　ニシキウツギ

　　ハコネウツギ

　　ツツジ・サツキ類

糸工章量鱗葦の美しL・低オく

　　タラノキ

Straucher　mit　eBbareR　FrUchten

E1αθα9多〃εs　’〃ηδ8〃αごα

E1θθα91π‘∫〃π‘〃昭07θ

E1αθσ81zκ5カκπ8θノ．～s

煮～％δz‘s　ρα11ηα’κ5

痂η4Sδ01π6ツd5
γ’δκ〆7π〃η　4〃α’α’z〃刀

Straucher　mit　sch6ne：ユBIOten

ム～05α　ηπ‘〃膨0’・α

ノぞOSα　ω∫6乃’‘γαノα〃α

〆168〃α　∫メ）α’ゐ♂〃α’α

sご6カ；3αノzαη4プα　∫ノ～o∫5α

1（8〃・fαブα／》0／Z’Cα

z）θκ’宕1α　cア6〃α’α

τ／～δ～〃’1π〃η　ρ〃Cα’Z〃π　va1’，　’0〃．’θπ’05Z〃刃

Sθ〃～δZ‘Cκ5　5ゴ8δ01（∫～θ〃α

Wθゴ9θ1α　4θCOノη

Wθゴ9θ1α　60プαθ（～πS’5

ノぞぬ0404θπ4ア。πSPP．

Str譲ucher　mit　sch6ner　rote　（od．　gelbe）　Herbstf盃rbung

ノ1プα1’α　召」α∫α
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ハーゼノキ

ヤマコウパシ
アブラチャン
クロモジ

ガマズミ

ヤマウコギ
ニシキギ
　　　ヘマユモ

ツリバナ

ヤマナラシ

ノllんz‘35～κcθ4απθθ

L加4θ〆α91αzκα

勘アαδθπ之0かZρアαε00κ

∠，ノπ4θ7α　2〃η69〃αごo

γゼδε‘γπ多〃η　4ガ1σオθ’～〃η

〆10α錫’乃0ρα1ZαX　5ρ渉ノZO3κS

E～40πyηZZ4∫α1碗π5

E～‘0πツ7ノ～Z‘S5’θδ014ゴα辮‘3

E～‘0π）77，3πSO老yρ雇y11～’S

POρZ‘1κSSノθδ01ゴか

つる植物　Lianen

　ハンショウヅル
　フジ

　ツルウメモドキ
　シオデ

　クマヤナギ
　ムベ＊

　アケビ

　サルトリイバラ
　ナツヅタ

　ボタンヅル
　ミツバアケビ

C1θ〃zα々sゴαρo卿。α

擁！ゴ3如露αノ70アめ～4π4α

CgJαs∫γκ30アδピ。κ」α’z‘s

S痂1砿7ψα磁var。36SS～‘ア’θノ～S／S

βθプC乃θ〃3ゴα　勉0θ1π05α

3如Z〃～’0π如み9超ρぬア1」α

〆i々θδfα（～z拡πα如

s野π1ακc；～επα

勲ア∫ぬθノ20C～SS2‘S’アゴα‘Sカノ4α如

αθηz認’3αμゲ∂〃α

／1々θδ∫α〃承漉α如

（iii）　ソデ群落の種

　　　　　ジャノヒゲ

　　　　　ヤフフン

　　　　　シバ

ヒメヤフフン
ヒカゲスゲ

ナキリスゲ
ニシノホンモンジスゲ

Arten　der　Saumgesellschaftem（Krautige－Pflallzen）

　　　　　　　0ρ海oρogoπブαρoπノα‘3

　　　　　　　ゐノパ0ρθカ1認y力乃y〃α

　　　　　　2bツS’αゴαρ0漉Cα

　　　　　　∠，〃foメ》θ〃Z加0γ

　　　　　　　磁プθκ1αノZO801α’α

　　　　　　　磁ノ’θκ1θπ’α

　　　　　　　C々〆θκs’91～03’αchンs

　　　　Phot。20．香椎浜地区の中層住宅街

Mittelh6he　WohBviertel　des　Kashihama－Bezirks
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　5．街路樹の緑

　　　（自転車・歩行者専用路の緑）

　自転車・歩行者専用道路沿いの緑は，緑地帯の1隔がかぎられている。さらに，必ずしも高木の植栽

が適当でない空間もできる。したがって，花，実などの美しい特徴的樹種を積極的にとり入れること

が可能である。

　具体的な植栽例はFig，28．に示されている。

D

　倦C　噌 辱　　勺C

ﾃ　　8
揩ｫ．．＿　「 　　3　も　　　A

A＿
”∵”　．　　、・　　層　　　　　　　　一’
D一・㌦　　”一　　・　ノ’．：．．

○○○○○○○

○

○○

○○○　○　○○○○　○○○○○○

○

　○○

○

○
○

○

○
○○○α⊃○○○○

○

　　　　　　　　　A
　　　　O一一一B
　　　　　　　・……C

・91il；

○　　　　　一A

　　　　　　　　　　Fig，28．自転車。歩行者専1Tii道路沿いの植裁例
　　　Bepflianzungsbeispiel　entlang　der　schmalen　Stra6e撒r　FuBgallger　und　Fahrrader

Aツツジ類ノ～加404θπ4703～SPI），

B　トベラ1）’”OSρ0γ3‘〃～’0δ∫ノη，シャリンバイR加〃3ゴ01θρ’Sκηめθ”α如，ハマビワゐゴ’Sθσブαρ0加Cα，

　ハマヒサカキE耀ッαθ〃沼γg加α如
C　ツバキCα〃3θ〃如ブαρo漉。α，サザンカCαη～〃’α5αs碑9～躍，キンモクセイOs〃～α班加‘sα～〃σπ∫～σc～‘3，

　オオバグミE1αθα9πκs趨6cγoρ妙11α

D　タブノキPθアsθα腕κ1めθア8密，シラカシQ～‘θrα∬刃び7s加α⑳1～α，アカガシQ～偲r侃sαα磁
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おわりに・謝辞

　福岡市住宅供給公社では，単に従来の現在の機能性，経済効率至上主義の住宅団地建設の枠内に止

まらないで，生きた構築材料．…植生…一による，臨海埋立地に，自然環境と調和を図った，より時

代を先取りした団地及び関連施設の計緬，建設がすすめられている。

　今圃，郷土の森で代表される居住者，訪れる人々の健全な心と躰が保証できる自然の多様性，生物

社会の多彩性に対応した，自然環境保全の枠内でのより豊かなニュータウン建設のための植生調査が

行なわれた。

　豊かな郷土の緑の環境がこれからのニュータウン建設の基本であるという生態学的な正しい認識と

理解のもとに，本調査・研究の計画・実施に多くの御配慮をいただいた福岡市住宅供給公社の水上僑

照常務理事をはじめ佐賀晴幸常務理事，中野秀臣香椎浜建設事務所長，明石弘二設計係長など関係さ

れた各位に潭くお礼を申上げたい。

　現地植生調査および室内作業においては，横浜国立大学環境科学研究センター植生学研究室　奥田

重俊助教授，藤原一絵助手を始め，佐々木寧，片桐正行，木村雅史，箕輪隆…，弦牧久仁子，村上雄

秀，小日虜孝，黒沢達行，中村幸人，鈴本伸一の各氏に協力，援助をいただいた。記して感謝の意を

表したい。，
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摘 要

　1978年10月より1979年5月まで，前後3側にわたって，編岡県福岡市の北東音｛≦および周辺域を対象

にして，植物社会学的植生調査および現存植生図と潜在自然植生鴎の臼∫成が行なわれた。

　福岡市は，九州の北端に位置しており，文化，経済，産業，行政の中心地として発展をとげている。

　幅岡市および周辺域は，立花山に生育するクスノキ林で代表される常緑広葉樹林が自然植生，潜在

自然植生として広い面積を占めるヤブッバキクラス域　Camellietea　japollicae－
Gebietである。植物社会学的な植生調査は，残存する常緑広葉樹の自然林をはじめ，二次林，植林，

断巌植生，海浜槙生，埋立地植生，休耕水田植生および果樹園植生などの各植生について，約200地

点で行なわれた。現地で得られた植生調査資料は，室内作業による群落組成表の比較，検討，作成の

結果，以下の群落体系が明らかにされた。

1．ヒルムシロクラス

　　PotarnogetoneteaTx．etPrsg．1942
　a．ヒルムシロオーダー

　　　potamogetoIIetaliaW．Koch1926
　　D　ヒルムシロ群団

　　　　potamion　eurosibiriciW，Koch1926
　　　（1）　ヒシ：群落

　　　　　7「7αカαブσカ07奮ガ。α一Gese11schaft

2．ウラギククラス

　　Asteretea　triPolium　WesthoffetBeeftink1962
　a．未決定オーダーおよび群団

　　　Noch　簸icht　bestiln重nte　Ordn．　u．　Verb．

　　（1）　ウラギク翠洋落

　　　　ノ！s’6γ〃ψo∫ガ多〃％…Gesenschaft

3．タウコギクラス

　　Bidentetea　　tripartiti　Tx．，Lohm，etPrsg．！950
　a．タウコギオーダー

　　　Bidentetalia　tri1）a1’titiBr…BLetTx．1943
　　1）　スズメノテッポウ群団

　　　　Alopecurion　amurensisMiyawakietOkuda1972
　　　（1）　スズメノテッポウータガラシ群集

　　　　　AIopecuro－RanunculetumsceleratiMiyawakietOkuda
　　　　　l972　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

　　　（2）　カズノコグサーカワジサ群集

　　　　　Beckmannio－Veronicetum　undulatae　Miyawakiet
　　　　Okuda　1972



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95

　　　（3）　ノミノフスマーケキ・ツネノボタン群集

　　　　　　Stellario－RaDunculetum　cantoniensis　Miyawaki
　　　　　　et　Okuda　1972

4．ハマボウフウクラス

　　GIehnietea　littoralisOhba，MiyawakletTx．1973
　a．ハマボウフウオーダー

　　　Glehnietalia　littoralisOhba，Miyawakie亡Tx．1973
　　1）　コウボウムギ群1鱗

　　　　　Caricion　kobomugiOhba，MiyawakietTx．！973
　　　（1）　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　　　　Wedeho一．一Caricetumkobomugi　Ohba，MiyawakietTx．！973
　　　（2）　ハマグルマーケカモノハシ群集

　　　　　　Wedelio－lschaemetum　anthephoroidisOhba，Miyawaki
　　　　　　et　Tx．！973

5．ススキクラス

　　Miscanthetea　sinensisMiyawakietOhbaユ970
　a．ハマボッスオーダー

　　　L　y　s　im　a　c　h　ie　．ta　lia　　　m　a　u　r　it　ia　n　a　e　　Nakanishiet　H．Suzuki！975

　　1）　ボタンボウフウ群1団

　　　　　Peucedanion　japonicaeOhba1971
　　　（1）ハマベノギクーホソバワダン群落

　　　　　　／ノθ’670カα／）力膨31zガ幼ガ4κ∫vaゴ．αプ6銘αプガκ∫一C7θメ｝ガ4ガαs∫7κ〃2♂αηご60！α∫κ〃z－Gesellschaft

　b。　ススキオーダー

　　　Miscanthetalia　sine1ユsisMiyawakietOhba1970
　　1）　シバ君判賀1

　　　　　Zoysion　　japonicae　Suz．一Tok，etAbe1959exSuganuma1970
　　　12）　シバ群落

　　　　　　Zo．ys如ノαρoπガ。α一GeseHschaft

　　2）　トダシバーススキ群［副

　　　　　A．rundinario．一MiscanthionltowetNagasaki1974
　　　（1）チ．ガヤーススキ群落

　　　　　　／〃ψε7αオα6ッ1蹴4ガ。αvar．々06π∫8ガ…ノレ∫ガscα雇ぬκ∫s麹8ηsガ∫一Gesellschaft

　　　（2）　チガヤ群落

　　　　　　加メ）εアαオαの，〃κ47ガ。αvar．々06痂9ガーGesellschaft

　　　（3＞メガルガヤーススキ群集

　　　　　　Thernedo－Miscanthetumsinensis　Itowet．Nagasaki！974
6．ヨシクラス

　　PhragmiteteaTx．etPrsg．1942
　a．ヨシオーダー
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　　Phragmitetalia　eurosibiricaeTx．etRrsg・1942
　1）　オギーヨシ群1訓

　　　Miscantho　sacchariflori－PhragmitionMiyawaki
　　　et　Ohba　1970

　　（1）サヤヌカグサ群落

　　　　ゐθθ7s如∫αyσ％κんα一Gesellschaft

　2）　ヨシオ洋［引

　　　Phragmition　W．Koch1926
　　（1＞　ヨシ群落

　　　　P乃7αg〃¢銘θsακs〃α～ガs－Gesellschaft

　　（2）　ウキヤガラーマコモ：群集

　　　　Scirpo　fluviatilis－Zizanietum　latifoIiae　Miyawaki
　　　　et　Okuda　1972

7．オノエヤナギクラス

　Salicetea　sachalillellsisOhba1973
　a．コモチマンネングサータチヤナギオーダー

　　Sedo－Salicetalia　subfrag．ilis Okuda1978
　1）　タチヤナギ群［出

　　　Salicetum　subfragilisOkuda1978
　　U）　ジャヤナギ群落

　　　　Sαゲκθガooα厚）ψGesellschaft

8．ハマゴウクラス

　Viticetea　rotulld．i：foIiae　Ohba，MiyawakietTx．1973
　a。ハマゴウオーダー

　　ViticetaIia　rotundifoliae　Ohba，MlyawakietTx．！973
　1）　ケカモノハシーハマゴウ群［寸i

　　　Ischaemo－Viticio漁　rotundi．fOliae　Ohba，Miyawaklet
　　　Tx．1973

　　（1）チガヤーハマゴウ群集

　　　　Imperato　cylindricae－Viticetum　rotulldifohae
　　　　Ohba，　Miyawaki　et　Tx．！973

9．ヤブツバキクラス

　Carnellietea　japonicae　MiyawakietOhba1963
　a，ヤブツバキオーター

　　Camellietalia　laponicaeOhbaetSurnata！966
　1）　ヤブコウジースダジイ群冠i

　　　Ardisio－Castanopsion　Miyawakieta1．197！
　　（1）　ムサシアブミータブ群集

　　　　Arisaemato　ringelltis－Machiletum　thunbergii
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Miyawaki　et　a1．1971

　　　　（2）　ミ　ミズバィースダジィ群集

　　　　　　SymPloco　91aucae－Castanopsietum　sieboldii
　　　　　　Miyawaki　et　al．1971

　　　　（3＞　オニヤブソテツーハマビワ群集

　　　　　　Cyrtomio－Litseetum　laponicae　Sumata，Mashibaet
　　　　　　Suz・一Tok．1969

　　　　（の　バクサンボクーマテバシイ群落

　　　　　　γ晒κ7彫〃πゴαメ）o忽。〃♂アフz－Pαsα海σα劾々s－Gesellschaft

　　　　（5｝　ナナメノキーアラカシ群落

　　　　　　1Zθκo刎ηθπsガ翫Qκoγ6κs　g♂α多κα一Gesellschaft

　　　（6）　オニカナワラビ・一クスノキ群落

　　　　　　ノ17αoぬπ∫oゴθss初4）♂ガ。’oγvar．〃2αブ07－Cガノzησ〃20〃zκ〃z　oα〃4）ぬ07α一Gesellschaft

10．ブナクラス

　　Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964
　a．コナラーミズナラオーダー

　　　QuercetaIia　serrato－grosseserratae　Miyawakietal．
　　　　1971

　　1）　　イヌシデーコナラ群酵1

　　　　　Carpino一．一Quercion　serratae　Miyawakietal．ユ97！
　　　（1）　コナラ群落

　　　　　　Q彫67ca彦∫s8γ7αオα一Gesellschaft

11．．．．．．ヒ糸及．単嚢i五来汐乏）：セ1洋享客

　　Noch　llicht　bestimn、te　h6here　Einheiten

　　　（1）　ホウキギク群落

　　　　　　／1sオ67　sκ∂κZα伽3－Gesellschaft

　　　（2）ギョウギシバ群落

　　　　　　Cyη040フz　4αoちソJoκ一Gesellschaft

　　　（3）　オニバス1四二

　　　　　　Eρの・認8∫670飾Gesellschaft

　塞調査研究は，．博多湾に醐した臨海埋立地の香椎浜地区に建設が進められている，ニュータウンの

緑の環境整備，環境保全林創造の基礎としておこなわれた。

　棉岡市北東部とその周辺域の三生調査結果と現存植生図および潜在自然植生図を基礎に，以．一．ドに示

される植生学的諸提案が行なわれた。

　1．香椎浜地区の緑で代表される自然環境は，そこに生活し，訪れる市民の健全なる生存環境，生活

環境を持続的に保証するものでなければならない。2．環境保全林は，その立地が許容する郷土種（常

緑広葉樹）により構成される多層構造の森林植生を中心に形成されなければならない。3．境界環境保

全林，生活環境保全林を香椎浜地区に創造し，本物の緑による多爾的な環境保全効果が期待される。
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Zusammenfassung

  Vom Oktober 1978 bis Mai 1979 wurde im Gebiet des NO-Tiels der Stadt Fukuoka (N-

Kyushu) und ihrer Umgebung eine vegetationskundliche Untersuchung durchgefuhrt. Nach

Bestimmung und Fassung der pflanzensoziologischen Vegetationseinheiten wurden Karten

cler realen und potentiellen natUrlichen Vegetation im MaBstab 1:25 OOO angefertigt.

  Die Stadt Fukuoka liegt im n6rdlichen Teil der Insel Kyushu; mit einer Million Einwoh-

ner ist sie heute das Centrum der Kultur, Wirtschaft und Verwaltung.

  Die Stadt Fukuoka gehdrt pflanzensoziologisch zum Camellietea japonicae-
Gebiet. Einer des wenigen und nur stellenweise noch erha]tenen natUrlichen Walcler ist der

immergrimeLaubwald (Symp1oco glaucae--Castanopsietum
Sie b o1dii) au'f dem Berg Tachibanayama (367m NN).

  An ca. 200 Stellen wurden pfianzensozoilogische Xiegetationsaufnahmen gemacht, nicht

nur von den Restbestanden der immergrUnen Laubwalder, sondern auch von Sekundar--

Wtildern, Forsten, Ktisten-Felsvegetation, KUsten-DUnengeselischaften, von der Vegetation

des voin Meer neu gewonnenen Landes sowie von aufgegebenen Reisfelden und ObstgArten

(mit Citrus u. a.).

  Nach den Tabe}lenarbeiten und dem Vergleich mit bereits vorhandenen Gesellschafts-

tabellen wurden folgende Geselischaftseinheiten aufgestellt und in das System der (J-esell-

schaften eingegliedert:

   1. Potamogetonetea Tx. et Prsg. 1942
    a. Potamogetonetalia W. Koch i926
     1) Potamogetonion eurosibirici W. Koch 1926
       <" TraPa J'aPonica-Gesellschft

   2. Asteretea tripo1ii Westhoff et Beeftinl< 1962
    a. Noch nicht bestimmte Verb. u. Ordn.

       (1) Aster triPolium-Gesellschaft

   3. Bidentetea tripartiti "Yx., Lohm. et Prsg, 1950
a

1)

4. G

Bidenteta1ia tripartiti Br.-Bl. et Tx. 1943
  A1opecurion amurensis Miyawaki et Ok'uda 1972
(O Alopecuro Ranunculetum scelerati Miyawal<iet
   Ol<uda 1972

(2) Beckmannio-Veronicetum undu1atae Miyawaki
   et Okuda 1972

C3> Ste1larlo--Ranuncu1etum cantoniensis Miyawaki
   et Okuda l972

]ehnietea littoralis Ohba, Miyawal<i et Tx. 1973
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 a. G1ehnieta1ia 1ittora1is Ohba, Miyawaki et Tx. 1973
 1) Caricion kobomugi Ohba, Miyawaki et Tx. I973
  (O Wede1io-Caricetum kobomugi Ohba, Miyawaki et Tx.
    1973
  (2) Wede1io-Ischaemetum anthephoroidis Ohba,
    Miyawaki et Tx. 1973

5. Miscanthetea sinensis Miyawaki et Ohba 1970
 a.Lysimachietalia mauritiana Nakanishi et H. SuzLiki 1975
 1) Peucedanion japonicae Ohba 1971
  (i) ffeteroPaPPus hisPidus var. arenarivts-CrePidlastrbtm lanceolatum-Gesell-

    schaft
 b.Miscanthetea sinensis Miyawal<i et Ohba 1970
 1) Zoysion japonicae Suz.-Tok. et Abe 1959 ex Suganuma 1970
  {O Zoysia tenuijolia-Gesellschaft

 2) Arundinario-Miscanthion Itow et Nagasaki 1974
  (O haPerata cylindrica var. feoenigii-Miscanthas sinensis-Gesellschaft

  (2) The inedo-Miscanthetu ni sinensis Itow et Nagasal<i 1974
6. Phragmitetea Tx. et Prsg. 1942

 1) Miscantho saccharif1ori-Phragmition Miyawaki
   et Okuda 1970
  (D Leersia saJ,anufea-Gesellschaft

 2) Phragmition W. Koch 1926
  {D Phragmites abtstralis-Gesellschaft

  (2) Scirpo fluviatilis-Zizanietum latifoliae
    Miyawaki et Okuda 1972

7. Salicetea sacha1inensis Ohba 1973
 a.Sedo-Saliceta1ia subfragi1is Okuda l978
 1) SalicetLtm subfragi1is Okuda 1978
  (i) Salix erioca7cjba-Gesellschaft

8. Viticetea rotundifo1iae Ohba, Miyawaki et Tx. 1973
 a. Viticeta1ia rotundifo1iae Ohba, Miyawaki et Tx. 1973
 1) Ischaemo-Viticion rotundifo1iae Ohba, Miyawal<i
   et "rx. Ig73

  <i} Imperato cylindricae-Viticetum rotundifo}iae
    Ohba, Miyawaki et Tx. 1973

9. Camel1ietea japonicae Miyawaki et Ohba 1963
a. Came11ieta1ia japonicae Oda et Sumata 1966
 2) Ardisio-Castanopsion Miyawaki et al. 1971
  <O Arisaemato ringentis-Machiletum thunbergii
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           Miyawaki et al. 1971

       (2) Symploco glaticae-Castanopsietum sieboldii
           Miyawaki et al. 1971

       <3) Cyrtomio-LitseetLtm japonicae Sumata, Mashiba et
           Suz.-Tok. 1969

       (･D Vibbtrnblm 7'aPonicum-Pasania edbllis---Gesellschaft

       <s) llex chinensis-Qidiercas glauca-Gesellschaft

       (6) Arachniodes simPlicior var. mafor-Cinnamomum camPhora-Gesellschaft

  10. Fagetea crenatae Miyawaki, Ohba et Murase 1964
    a.Querceta1ia serrato-grosseserratae Miyayaki et al.
       I971

     l) Carpino-Quercion serratae Miyawaki et al. 1971
       (O Qaercusserrata-Gesellschaft

  11. Noch nicht bestimmte h6here Einheiten

       (i) Aster sabalatus-Gesellschaft

       (2} Cynodon dact))lon-Gesellschaft

       (3) Euryale ferox--Gesellschaft

  Diese vegetationskundliche Geltinde-VntersuchLtngen mit den Vegetationskarten wurden

vor allem durchgeftihrt, um fUr die iaeuen SiedlLmgen standortsgemaBe grtine Umwelt--

und Umweltschutzwalder zu schaffen; auBerdem wurden hiermit fUr den Kashihaiaaa--Bezirk,

wo aus clem Meer neues Land gewonnen worden ist, vegetationskLtndliche und 6kologische

Grundlagen geschaffen.

  Auf der Basis unserere vegetationskuncllichen Studien wurden folgende Vorschlage gema-

cht:

1. Um eine langfiristige, gesunde Lebensgrundlage fUr alle Bewohner zu sichern, mtissen

  von Anfang an beiden neuen Stadtsiedlung,en im Kashihama-Bezirk standortsgenaa?.e

  Heiinatwtilder und eine lebendige grtine Umwelt geplant und ];eaiisiert werden.

2. Uiinwe]tschutzwalder, besonders Umweltschutz-Gyenzwalcler zwischen den Siedlungen

  uncl den StraBen oder ancleren Verkehrsanlagen sowie fabrikartigen Anlagen sollen mit

  den standortgemaB.en einheimischen Arten auf der Grundlage der Karten der potentiellen

  nattirlichen Vegetation aLtfgebaut werden; von zentraler BedeLttung ist dabei ein den

  Siedlungsl<omplex ungebender Ring eines vielschichtigen Waidvegetation.

3. Iin Laufe der Zeit werden mehr und sicher erfolgreiche und wirl<same Grenz- und

  Lebensschutzwalder (auf Japanisch: Furusatonomori; Heimatwtilder,) geschaffen, deren

  echtes Grtin vielseitige Wirkungen enthalten wird.
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